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研究課題

• 近年，小麦の需要における国内産小麦の地位は
次第に向上してきている．他方で，近年，小麦の国麦
際価格の高騰・急落が続いており，それが国内産小
麦の需要に影響を与えている．

• 本報告では，国内産小麦に対する需要について，
国際価格の高騰・急落の前後における比較を行うこ国際価格 高騰 急落 前後 おける比較を行う
とで，それがどの程度変化しているかを明らかにす
る．

1111

研究内容

・ POSデータ，業務統計等を用いた小麦の需給動向や小麦製品の
販売動向の分析

・ 関連企業に対する調査による動向分析

◆ 小麦の国際価格の高騰前における国内産小麦需要からの変化

◆ 国際価格の高騰時に新たに拡大した需要の残存状況

◆ 同期間における，将来，国内産小麦に対する需要を増加させる可
能性がある新たな動きの影響についても考察

+

２２２２

国内産小麦に対する需要について，国際価格の高騰・
急落の前後における需要の変化を解明

能性がある新たな動きの影響についても考察
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Ⅰ わが国における小麦需要の動向
と国内産小麦の使用状況

３３３３

１．日本における小麦の消費量の推移

1994年：ピーク
最高値（6,415千トン）

1967年：最初のピーク
（３２ｋｇ／人・年）

◆ 小麦の1人当たり年間消費量については，高度成長期に着実に増加し，１９６７
年には32ｋｇと最初のピークを迎え，以後安定的に推移．これに対して総消費量
は，人口増加の影響により1994年までは増加傾向で推移し，その後，安定化．

出所：農林水産省「食料需給表」、総務省「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

４４
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２．日本における小麦の国内生産量、輸入量の推移

◆ 小麦の輸入量は，日本における小麦の総消費量の増加に合わせて推移し，
1994年の604万トンをピークに，その後、増減を繰り返しながら推移。これに対し
て，国内産小麦の生産量は，1960年代，1970年代の小麦の消費量の急激な増
加に対応できず，1975年頃に一時大きく減少．近年は，56～90万トンの間で推移．

５５

出所：農林水産省「食料需給表」

◆ 国内産小麦の生産量が1975年頃大きく減少した要因

・米の完全自給が達成される中で，米の生産を優先する生産
者の意識の高まりや，兼業化の進展による裏作麦の減少．

・パン食の普及によりパンの需要が増加したものの パン用パン食の普及によりパンの需要が増加したものの，パン用
に適した品種が国内にない中で，外国産小麦が安定的に輸
入されるようになり，小麦生産に対する生産者のインセンティ
ブが低下．

◆ その後，小麦を食料自給率を高める上で重要な戦略作物と
して位置付け 生産振興策（優良品種の開発 普及も含む）して位置付け，生産振興策（優良品種の開発・普及も含む）
を講じたことや生産者による努力もあって，小麦自給率は，
徐々に回復（1975年の４％から，近年は14％前後にまで回
復）．

６６
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３．国内産小麦の使用状況

◆ 小麦は需要量の86％が外国産小麦の輸入．残りの14％が国内産．

◆ 国内産小麦の６割は北海道産．外国産小麦の６割は米国産．

７７７７

４．小麦の主な用途

◆ 小麦は，わが国の食生活において，パン・麺・菓子・みそ・醤油など多様
な用途に使用．

◆ 小麦粉は、たんぱく質の含有量によって薄力粉（菓子用），中力粉（うど
ん用），準強力粉（中華麺用），強力粉（パン用）に分類され，原料となる麦
の種類・銘柄が異なる．

◆ 国内産小麦は中力粉向けに適した品種が多いが，一部の高タンパク種
は準強力粉向けに適している．

８８８８
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５．日本における小麦の用途別需要

日本麺
33%

マカロニ・

スパゲテイ

20%

(参考）麺類の内訳

中華麺
23%

即席麺
24%

◆ 小麦の用途別のシェアでは，「麺用」が一番多く29％を占め，続いて「パン用」が
24％を占めている．「麺用」の内訳は，うどん・そば等の「日本麺」向けが33％，
ラーメン，焼きそば等の「中華麺」向けが23％，「スパゲッティ類」向けが20％を占
めている．

９９

６．用途別国内産小麦割合の推移

◆ 用途毎の国内産小麦のシェアは，日本麺用で増加傾向で推移．ただし，
60％を超えてから2006年度までは頭打ち状態．

◆ 日本麺用に，家庭用，菓子用が続いているが，これらも近年頭打ち傾向に
ある．

10101010



7

Ⅱ 小麦の国際価格の高騰・急落がⅡ 小麦の国際価格の高騰・急落が
国内産小麦の需要に与えた影響

11111111

１．2006～2008年度にかけての国内産小麦に対する
需要の変化

◆ 国内産小麦に割安感が出て，中華麺等で新たな用途が開発され，国内産
小麦が積極的に使用されるようになったことから，2006年度に比べて2008
年度では，日本麺用が69％に増加したほか，中華麺用，パン用でも使用
割合が高まっており，それぞれ７％，２％に増加．

12121212
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２．２次加工メーカーによる中華麺での使用が増加

表２　2008年生冷やし中華そば売上高ランキング
　　　（首都圏・全スーパー）

順位 製造会社名
1 A社製品
2 A社製品（国内産小麦使用表示あり）

ざるラーメン

け麺

3 C社製品
4 C社製品
5 D社製品
6 E社製品
7 A社製品（国内産小麦使用表示あり）
8 F社製品
9 C社製品
10 G社製品

出所：日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパー

　　　マーケット93店におけるPOSデータに基づき筆者が集計

つけ麺

1313

◆ 「モチモチした食感が出る反面、茹で伸びしやすい」という国内産小麦を使
用した麺の特性を活かした製品化に向けた様々な技術開発も行われ、
2008年夏には，つけ麺、ざるラーメン、冷やし中華といったスタイルの中華
麺で、「国内産小麦（100％）使用」をうたった商品が数多く販売された。

＜都内の食品スーパーにおける
冷やし中華、つけ麺のコーナー＞

＜都内の食品スーパーにおける国内産
小麦を使用したパンのコーナー＞

両コーナー共に、青線で囲まれた製品が国内産小麦使用表示のあるもの（2011年２月撮影））

1414
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３．外国産小麦と国内産小麦の価格の関係

表３　外国産小麦の政府売渡価格，国内産小麦の入札価格の推移
　　　　　　（単位：円／トン）

売　渡　時　期
19年4月

～19年9月
19年10月
～20年3月

20年4月
～20年10月

20年10月
～21年3月

21年4月
～21年10月

21年10月
～22年3月

22年４月
～22年10月

22年10月
以降

◆ 平成19年10月以降20年10月まで，国内産小麦の価格上昇が小幅にとど

48,430 53,270 69,120 76,030 64,750 49,820 47,160 47,860

(対前期増減率) (10.0％) (29.8％) (10.0％) (▲14.8%) (▲23.1%) ( ▲5.3%) (  1.5%)

年　　　　　産

国内産小麦の入札価格
(全産地銘柄加重平均)

出所：農林水産省「輸入麦の政府売渡価格の改定について」，（社）全国米麦改良協会「民間流通麦に係る入札結果の概要」

註１：価格は外国産小麦，国内産小麦共に消費税込みの価格である．

註２：国内産小麦の入札価格は,前年夏の播種前契約における指標価格である．

22年産

55,241  (▲ 7.8%)59,885   (38.5%)

20年産19年産

40,629　(4.0%) 43,229   (6.4%)

外国産小麦の政府売渡価格
（５銘柄加重平均価格）

21年産

まる中で，小麦の国際価格高騰を受け，外国産小麦の売渡価格が段階的に
引き上げられたことから，国内産小麦に割安感が発生．

◆ 他方で，平成21年４月以降は，国際価格急落を受け，外国産小麦の売渡

価格が段階的に引き下げられる一方で，前年に入札で価格が決まる国内産
小麦の21年産価格が大幅に上昇し，国内産小麦に割高感が発生．

15151515

※ 23年４月以降の外国産の政府売渡価格は56,710円/トン（５銘柄加重平均，18％増）であり，再び国内産小麦の方が安
い状況となっている．なお，国内産小麦の２３年産入札価格は48,732円／トンと前年産より12.1％下落している．

４．産地銘柄別にみた入札価格の推移

表４　国内産小麦の入札価格（基準価格）の推移

　　　　　　（単位：円／トン）

　　年　　産

全産地銘柄加重平均

北海道春よ恋 66,870   (6.3%)

22年産

91,130  (▲ 2.0%)

55,241  (▲ 7.8%)

21年産

93,009   (39.1%)

59,885   (38.5%)43,229   (6.4%)

20年産

62,915　(6.0%)

19年産

40,629　(4.0%)

香川さぬきの夢2000

北海道ホクシン

北海道きたほなみ

福岡ミナミノカオリ

群馬農林61号

佐賀ニシノカオリ

福岡シロガネコムギ

福岡チクゴイズミ

佐賀シロガネコムギ

佐賀チクゴイズミ

出所：農林水産省「輸入麦の政府売渡価格の改定について」，（社）全国米麦改良協会「民間流通麦に係る入札結果の概要」

34,780(▲3.7%) 37,214   (7.0%) 51,765   (39.1%) 49,652 （▲ 4.1%)

55,342  (▲ 9.5%)

53,968  (▲ 3.3%)

61,142   (　  -)

61,131   (39.1%)

55,554   (6.9%)

43,955   (7.0%)

65,006  (▲10.0%)

55,910 （▲ 8.6%)

55,812 （▲ 8.7%)

43,948   (   -)

40,108   (6.9%)

40,004   (6.0%)

72,221   (30.0%)

61,142   (39.1%)

－

55,789   (39.1%)

55,646   (39.1%)

52,515   (39.1%)

51,134   (39.1%)

35,844  (0.3%) 37,760   (5.3%) 52,515   (39.1%)

37,739  (   -)

35,998(▲1.5%)

34,357(▲0.5%) 36,762   (7.0%) 47,649  (▲ 6.8%)

49,729 （▲ 6.2%)

50,986  (▲ 8.4%)

50,907 （▲ 3.1%)

－

37,519  (4.1%)

37,762   (4.9%)

51,974  (7.0%)

41,081  (3.7%)

－

◆ 国内産小麦に割高感がある中で，平成21年10月に，22年産の国内産小

麦の入札が行われたが，入札価格の平均下落率は８％と，値幅制限の下限
（10％）を2％下回った．

◆ 産地銘柄別に見ても，値幅制限の下限に貼り付いた産地銘柄は一部にと
どまり，９％以上の下落率は全29産地銘柄のうち10銘柄のみ．

16161616

註１：価格は外国産小麦，国内産小麦共に消費税込みの価格である．

註２：平成22年10月以降は，外国産小麦の販売方法が即時販売方式に移行したのを機に，銘柄毎の売渡価格を公表しないこととなった．
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５．平成22年産小麦の入札における応札と落札の関係

表５　平成22年産小麦の入札における落札決定状況

産地 銘柄
平成22年産
指標価格

指標価格
前年産増減率

上場数量 ① 申込数量 ② 落札数量 ③ ②／① ③/①
指標価格 前年 増 率

円／トン ％ トン トン トン ％ ％

北海道 ホクシン 55,910 ▲ 8.6 108,990 72,300 72,030 66.3 66.1
北海道 きたほなみ 55,812 ▲ 8.7 53,110 46,280 43,300 87.1 81.5
群馬 農林61号 53,968 ▲ 3.3 4,070 7,570 4,000 186.0 98.3
福岡 シロガネコムギ 49,279 ▲ 6.2 8,010 11,760 8,010 146.8 100.0
福岡 チクゴイズミ 50,907 ▲ 3.1 6,660 14,320 6,660 215.0 100.0
佐賀 シロガネコムギ 47,649 ▲ 6.8 8,510 10,900 8,140 128.1 95.7
佐賀 チクゴイズミ 49,652 ▲ 4.1 4,840 10,280 4,840 212.4 100.0

55,241 ▲ 7.8 242,310 236,560 189,350 97.6 78.1
出所：（社）全国米麦改良協会「平成２２年産民間流通麦に係る入札結果の概要」

註：基準価格，指標価格ともに消費税相当額を含めた額である．

全産地銘柄加重平均

◆ 北海道産「ホクシン」，「きたほなみ」については，指標価格の下落率が共に
▲９％と相対的に大きかった．

◆ 価格が相対的に安い福岡県産，佐賀県産の「チクゴイズミ」，「シロガネコム
ギ」，群馬県産「農林61号」については，指標価格の下落率が▲3～▲７％と
相対的に小さかった．

17171717

６．平成21年産、22年産小麦の不作と国内産小麦の
単独使用割合の変化

  542   340

0 200 400 600 800 1,000

20年産

(104) 881

千t
表６ 国内産小麦の単独使用割合の変化

単独使用割合
銘 柄産地

  400

 345

  274

  223

(104)

21年産

(79)

22年産

(67)

北海道

都府県

図７　国内産小麦の生産量の推移

674

568

出所：農林水産省「作物統計」

註：（　　）内は各年産の作況指数である。

18年産 21年産
北海道 ホクシン 約７割 ほぼ10割

春よ恋 ８～９割 ほぼ10割
栃木県 農林61号 　－ ５～６割
福岡県 チクゴイズミ 約４割 ５割強

シロガネコムギ 約４割 ５割強
佐賀県 チクゴイズミ ３～４割 ほぼ10割

シロガネコムギ ３～４割 ほぼ10割
出所：各県に立地する製粉企業からの聞き取り結果

銘 　柄産地

◆ 国内産小麦に割高感がある中で 21年産については 大きな販売残が出◆ 国内産小麦に割高感がある中で，21年産については，大きな販売残が出
る等の混乱はみられなかった ．21年産が不作で，国内産小麦の供給量に制
約があったこともその一因．

◆ 国内産小麦の供給量が大きく減少する中で，多くの製粉企業で，国内産小
麦の使用とその表示を必要とする製品向けの供給を優先した結果，国内産
小麦の単独使用割合が増加（22年産は更なる不作で，関係者から「単独使
用割合が増加している」との指摘あり）．

18181818
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７．「国内産小麦使用」表示商品の出回り状況

50

60

70

80％

0

10

20

30

40

2007年4月 ８月 １２月 2008年4月 ８月 12月 2009年4月 ８月 12月

図８ 首都圏上位４社製造の「うどん（生麺）」に占める「国内産小麦使用」表示商品の割合の推移

（販売金額ベース・首都圏・スーパーマーケット）

◆ 全うどん（生麺）に占める「国内産小麦(100％）使用」表示のある製品の比率は，
19年秋以降大きく増加し，2008年以降は，うどんの消費量が減る７～９月期を除
いて65～70％の間で推移．

◆ 国内産小麦に割高感が出始めた2009年10月以降についても，出回り率はあま
り減少せず，７～９月期を除いて65％前後で推移．

1919

出所：日経メディアマーケティング社による首都圏スーパーマーケット93店におけるＰＯＳデータに基づき筆者が集計

註：現時点で「国内産小麦使用」表示のある製品は, その発売時から同表示があったものとして試算した結果である.

８．国内産小麦使用表示のある製品と使用表示のな
い製品の価格の推移

◆ 大手の２次加工メーカー（製麺業）Ａ社、Ｂ社では，2008年夏以降は，企業内の
コストカット等で，あくまでも価格を引き上げずに国内産小麦を使用し続けている．

◆ 経営規模の小さい中堅の製麺業者Ｃ社では，国内産小麦の価格上昇の影響を
受けて製品価格が上昇し続け，Ａ社，Ｂ社製品の一部と価格が逆転し，原料を外
国産に変更。

2020
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９．都内大手スーパーにおける国内産小麦使用商品
の出回り状況

表７　「国内産小麦使用」表示のある製品の首都圏の食品スーパーにおける出回り状
　　　　　（2008年, 2009年、2010年各年の6月第5週～7月第１週調べ）

　　（単位：商品数）

製品名 小麦粉うどん（冷凍麺）
袋入りインスタント

ラーメン（注）
うどん（生麺）

冷やし中華麺等
（生麺）

調査時期 08年 09年 10年 08年 09年 10年 08年 09年 10年 08年 09年 10年 08年 09年 10年

HスーパーK駅支店
品目数 12 14 16 19 12 12 6 6 6 4 14 17 5 4 3
うち国産小麦使用品目数 9 9 6 9 6 2 3 2 2 1 3 4 1 1 1
　うち北海道産小麦100％使用品目数 7 5 2 7 5 1 0 0 0 1 3 4 0 0 0
　　　 北関東産小麦使用品目数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
IスーパーK駅支店
品目数 9 8 13 7 8 12 4 3 3 4 14 12 4 4 4
うち国産小麦使用品目数 8 4 6 3 1 2 1 1 1 0 4 5 1 2 1
　うち北海道産小麦100％使用品目数 1 4 4 3 1 2 0 0 0 0 4 5 1 1 1
　　　 北関東産小麦使用品目数 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
JスーパーL駅（K駅の隣駅）支店
品目数 11 8 12 8 8 19 5 3 3 4 12 12 4 4 6
うち国産小麦使用品目数 6 6 5 4 1 4 2 1 1 1 2 2 1 1 0

うち北海道産小麦100％使用品目数 5 3 4 3 1 4 0 0 0 1 2 2 0 1 0

◆ 2009年夏，2010年夏共に，国内産小麦に割高感がある中で、「うどん（生麺）」で
は，「国内産小麦使用」表示のある製品が高い割合で出回った．

◆ 冷やし中華麺等では，2009年夏、2010年夏共に，国産志向の消費者向けに特
化した商品 として 「国内産小麦使用」表示のある製品が販売されている状況。

21212121

　うち北海道産小麦100％使用品目数 5 3 4 3 1 4 0 0 0 1 2 2 0 1 0
　　　 北関東産小麦使用品目数 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出所：農林水産政策研究所調べ
註1：インスタントラーメンについては, 2008年夏時点では, 味の違いを考慮せず品目数を数えていたが, 2009年夏以降は, より商品の棚の占有
  　シェアをイメージしやすいように，味が違えば別の品目としてカウントすることとした．
註2：青色は出回り品数が全品数の４割以上の品目。

22222222

＜いずれも都内の食品スーパーにおける生うどんの
コーナー＞（青線で囲まれた製品が国内産小麦使用

表示のあるもの（2011年２月撮影））
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10．実需者による国内産小麦に対する評価
表８　２次加工メーカー，製粉企業による国内産小麦に対する評価

業種 企業名 本社 国内産小麦に対する担当者等の評価

A社 関東
国内産小麦は，モチッとした食感が出せる．中華麺のうち，茹で伸びのないざるラーメン，つけ麺に
明らかに適している．また，うどんでも国内産使用を訴えた商品では，（くすんだ）色は消費者に受け
入れられており，漂白しているような真っ白よりは印象が良い可能性．製

麺

B社 関東
国内産小麦をうどんに使用した場合には，もちもちした食感が出せるが，外国産ではこうした食感は
出せない．外国産に比べて食感がいい．また、国内産の方が（ASWに比べて）色がくすんでいるとい
う指摘もあるが，そのことが販売量に影響することはなく，全く問題ないと認識．

M社 九州
外国産に比べて国内産は，そんなに見劣りしていない．品質，加工適性が劣るという指摘もあるが，
当社ではそう認識していない．特に，「ニシノカオリ」は，中華麺に適しており，外国産のセミハードの
代替えとして十分に使用可能．

N社 九州
北海道産の春播き小麦は，パン用として，国内産100％でも満足いく質が出せる．また，九州産「ミ
ナミノカオリ」は，パン用というよりは，中華麺，手延べ素麺用に適性が高い．

O社 関東
県産小麦のメインで売り出し中の「イワイノダイチ」は，ASWに近いクリーム色を出せる上に，粘弾性
でASWを超えることが可能．タンパクが低い分，健全なでん粉を多く含んでおり，モチモチ感を出せ
る．タンパクが低くて麺が切れやすい点は，製麺業者の技術でカバーが可能．

麺
業

製

粉

業

23232323

◆ 実需者による外国産小麦と比較した上での国内産小麦に対する評価をみると，
うどんや中華麺にした場合の食感は， ６社のうち５社で，食感で外国産と同等もし
くはより優れているという認識を持っている（残りの1社もほとんど差がないとの認
識）．

P社 北海道
北海道産の秋播き小麦は，品種が変わる度に品質が良くなっている．他方で，競合する豪州産のＡ
ＳＷ，カナダ産の１ＣＷは，品質が落ちていると感じており，その差はほとんどなく，縮まっている．あ
とは，麺にした時の色が良くなれば，ASWを逆転可能．

出所：筆者が，2008年から2010年の間に，各企業から，主に外国産との比較で国内産に対する評価を聞き取った結果である．

１１．小括

◆ 平成22年産の入札では，相対的に価格の高い産地銘柄で，下げ幅が比

較的大きかったのに対して，相対的に価格の低い産地銘柄では，申込が
殺到したことから価格の下落率が値幅制限の10％を大きく下回った．

が

「国内産小麦（100％）使用」表示のある製品が消費者に幅

◆ 「国内産小麦（100％）使用」表示のあるうどんの出回り比率が，外国産小
麦の価格上昇に合わせて大きく増加した2008年夏以降，安定的に推移し
ており，国内産小麦に割高感が出始めた後も，大きな変化が見られない．

国内産小麦に割高感がある中で，なお，根強く国内産小麦に
対する需要があり，できるだけ安く国内産小麦を確保しようと
する動き．

24242424

広く受け入れられ定着．

◆ 実需者による外国産小麦と比較した上での国内産小麦に対する評価をみ
ると，うどんや中華麺にした場合の食感は，高い割合で外国産と同等もしく
はより優れていると認識されている．

国内産小麦を使用した製品独特の色のくすみもハンディに
はならず，むしろ差別化するために活用できる可能性．
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Ⅲ 国内産小麦の使用に関する新た
な動き

25252525

１．外食産業等における中華麺での国内産小麦使
用拡大の動き

◆ 大手の中華麺チェーン店Q社（平成22年７月現在455店舗）が，国内産小麦を
使用した麺の使用を22年１月より全店舗で開始（年間小麦2 500ｔ相当）使用した麺の使用を22年１月より全店舗で開始（年間小麦2,500ｔ相当）．

◆ 全国各地のラーメン屋でも国内産小麦を使用する店が増加．

・ 福岡の博多ラーメン，北海道の札幌ラーメン等での増加．

・ 近年では，首都圏でも，つけ麺屋での国内産小麦の使用が

増加．

（筆者が平成22年11月末時点においてインターネットで検索した結果，東京都内だけで78軒のラーメン屋・

つけ麺屋が国内産小麦を使用し，それをPR）

26262626
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「ラー麦麺」

＜福岡県内のラーメン屋の店構え＞

「北海道小麦使用
究極熟成生麺」

27272727

「太国産小麦麺」

＜東京都内のつけ麺屋のメニュー＞

＜東京都内の油そば屋の店構え＞

① 北海道での春播き小麦の初冬播きという技術普及による
品質の向上・増産と，「麦チェン」事業等による北海道産小麦
を使用した製品の開発・販売拡大とＰＲの取組

２．中華麺での国内産小麦使用拡大の背景

② 福岡県でのラーメン専用小麦である「ちくしＷ２号」（ラー麦）
の育成・普及と，新品種用のロゴデザインを「ラー麦」として商
標登録し，そのブランド化に向けた取組

③ 同じく福岡県での高タンパク小麦である「ミナミノカオリ」の増産

④ 佐賀県における「ニシノカオリ」から「ミナミノカオリ」への作付け転換

28282828

＜福岡県内のラーメン屋のドア＞
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◆ 外食産業では，中華麺だけでなく，うどんでも，以下のような新たな動き

① 各地域のご当地うどん（讃岐うどん，伊勢うどん，武蔵野うどん等）では，「地粉
使用 をキ ワ ドに「国内産小麦使用 を強調する店舗が出現

３．外食産業等におけるうどんでの「地粉使用」表示
の拡大等の動き

使用」をキーワードに「国内産小麦使用」を強調する店舗が出現．

② 外食産業や食文化を紹介する雑誌で，ご当地うどんの特集が組まれるように
なっている．

＜事例＞
東京都武蔵野市では，商工会議所と東京都麺類協同組合武蔵

野支部が協力して武蔵野市の”名物”として「武蔵野地粉うどん」を
企画し，2008年11月よりＰＲ活動を実施．この「武蔵野地粉うどん」
は 東京都と埼玉県に広がる畑地で栽培された小麦のみを使用しは，東京都と埼玉県に広がる畑地で栽培された小麦のみを使用し
たうどんであり，このうどんを提供しているそば・うどん店等は2011年
１月現在13店舗にのぼる．

※ 食品スーパーやコンビニエンス・ストアでも，国内産小麦を
使用した中華麺や地粉を使用したご当地うどんをPRし，販
売しているところも増加している．

29292929

＜地粉を使った武蔵野うどん＞ ＜国産小麦を使った讃岐うどん＞

30303030

「武蔵野大地の地粉
を使った」

「北海道産小麦使用」
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４．小括

◆ 外食産業で国内産小麦を使用した中華麺やうどんをPRし，販売している
ところが増加．食品スーパーやコンビニエンス・ストアでも，同様の動き ．
→ その背景には，地元の製粉企業を中心とした農商工連携等の取組が
あることも多い（関東のO社を中心とした取組は，当初４社で始められたが，

◆ これは，デフレ基調の下でも，なお，部分的とはいえ，消費者の国産志向
に応えた製品に対する需要が拡大していることの現れであり，近年，国内
産小麦を使った製品に対する需要が拡大したのは，単に国内産小麦に割
安感が出たためだけではなかったことを示している．

ある とも多い（関東のO社を中心とした取組は，当初４社で始められたが，
現在は130社（うち2次加工メーカー30社）が参加）．

31313131

◆ また，国内産小麦の用途のすそ野を広げる効果があり，現時点では，ま
だ国内産小麦に対する需要全体の変化に結びつくような大きな動きにまで
はなっていないものの，将来，そうした可能性があることも示している．

Ⅳ まとめⅣ まとめ

32323232
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１．国内産小麦に対する需要の変化

◆ 国内産小麦に割高感がある中で，調査分析の結果から以下を把握。

① 国内産小麦に対する需要は減少しつつも，相当量が根強く残っていると
考えられること考えられること

② 「国内産小麦（100％）使用」の表示のある製品についても，新たに開発さ
れた製品も含めて，依然として数多く出回っていること

③ 国内産小麦を使う供給サイドにも国内産小麦を高く評価する声があるこ
と

④ 将来，国内産小麦の需要を大きく拡大させる可能性がある新たな動きが
見られること

33333333

小麦の国際価格の高騰・急落の前に比べて，国内産小麦の地位が向上し，
割高感がある中でなお，国内産小麦を志向する大きな動きがあるという意味
では，需要を拡大させる方向で質的な変化があったと見ることが可能であり，
小麦の国際価格の高騰が，こうした変化を促進した面があった．

◆ 体力のない中小等の２次加工メーカー（製麺業）では，国内産小麦を使
いたい意向を持ちながら，その使用を断念する企業が出てきている．

２．国内産小麦に対する需要縮小の懸念

→ 国内産小麦に割高感がある状態が長くなれば，一度，国内産小麦の

使用を断念した企業が国内産小麦の使用を再開する可能性が低下．

◆ デフレ基調が強まる中で，製品のポーションを減らすことで大幅な価格上
昇を回避する手法が数多くの製品で採用された．

→ こうしたポーションの縮小が定着してしまうと，全国ベースで，中長期

的には小麦の総需要を縮小させる可能性．

34343434
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◆ 今回の調査・分析では，国内産小麦の２年連続の不作が，国内産小麦の
不足感に結びつき，本来の需要量を正確に把握することを阻害する一面．

３．今後の研究課題

◆ 23年産麦の入札取引における値幅制限の拡大や，外国産小麦と連動し
た国内産小麦の価格スライドといった見直し．小麦の国際価格が再び高騰．
→ 近い将来，国内産小麦と外国産小麦の価格関係は修正され，国内産

小麦の割高感も解消．

35353535

国内産小麦の割高感が解消された時点で，改めて，国内産小麦の平年作を

待ち，国内産小麦の需要について分析を行い，その変化について，より正確に
把握することが必要．

36363636

ご清聴ありがとうございました。


